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■論文 
田所	 摂寿：臨床実践に求められるカウンセラー教育内容の検討―倫理的意思
決定・グループワーク・セルフケア― 
齋藤	 陽人・布施川	 貴子・長谷川	 茉美・岡山	 弥生・船田	 英世・高野	
正美・関谷	 朋志・蓮田	 実香・牧	 裕夫：富士山スクリプトを活用
したスケーリング・クエスチョンの方法と展開 
日高	 茂暢：知的ギフテッドにおける知的特性と生活適応行動に関する検討―
知能検査 WISC-IV と Vineland-II 適応行動尺度の分析― 
■事例報告 
牧	 裕夫：絵本『おまえうまそうだな』の恐竜のように「競争しよう」と「仲
間」の元に走っていった小３発達障害児の事例 
田代	 久実・半田	 瞳・高浜	 浩二：神経発達症児に対する報告言語行動と社
会的スキルの形成が対人関係に影響を与えた事例についての報告 
市橋	 由美子：ロールプレイを活用した養護教諭との研修会の展開―「アンガ
ーマネジメント」をテーマとした SC に対する実践報告― 
高柴	 政希・日高	 茂暢：他者への注意行動が少ない高機能 ASD 児に対する
逆模倣介入の検討 
■臨床現場紹介 
杉野信太郎：福島県警察本部刑事部科学捜査研究所	
■臨床心理士を取得して 
半田有子：平成 28 年度修了（10 期生） 
■平成 29 年度 臨床心理センター活動報告 
 ■平成 29 年度 修士論文概要 
梅基	 理恵：愛着スタイルが本来感（自分らしくある感覚）にどのように関係している
のか―第二の分離‐個体化過程を通して―	
岩崎	 紫帆：短縮版ペアレント・トレーニングが神経発達症児の保護者に及ぼす影響―
講義内容との関連について―	
海老沼	 李奈：思春期における親子間コミュニケーションと子どもの自己肯定感との
関連―食事場面に着目して―	
大森	 勇太：挑発場面における自己教示法が情動的反応に与える影響―大学生を対象
とした実験的検討―	
小野	 薫：青年期における自我同一性及びユングの心理学的タイプと樹木画との関連
の検討―幹先端処理に注目して―	
郡司	 真由美：主観的幸福感に対する自己愛的脆弱性の影響―本来感との対比及び相
互独立的・相互協調的自己観との関連から―	
高柴	 政希：自閉スペクトラム症のある子どもの社会的反応に関する模倣機能の検討
―逆模倣介入、および他者観察時に生じる脳波成分ミュー波について―	
髙野	 氣和加：カウンセリング初学者に対するロールプレイ演習の効果の検討	
粒良	 知加：養育者からの否定経験とレジリエンスおよび自己制御との関連	
東原	 僚亮：青年期における自己開示について―自我同一性と孤独感との関連―	
山科	 湖：上司のリーダーシップが若年労働者のメンタルヘルスに及ぼす影響の検討	
湯澤	 舞子：大学生に対する「価値の明確化」を導入した睡眠教育の効果―睡眠促進行
動からの検討―	
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